


Ami☆Yoshi　公民館MUSEUMが更に充実！！Ami☆Yoshi　公民館MUSEUMが更に充実！！

"公民館ミュージアム"についてのお問い合わせは,各区長まで！

牛久大仏"伊達政宗:阿見吉原に来たる"展 開催！牛久大仏"伊達政宗:阿見吉原に来たる"展 開催！

もちろん

政宗が,龍ヶ崎～(阿見)福田～(阿見)追原へと歩いた途上,

した仮説でありました。

阿見吉原近辺も通った！というのが座談会の中で私達が達

当然,隣接する牛久大仏近辺も通ったと考えられ

昨年,県道竜ヶ崎阿見線ﾊﾞｲﾊﾟｽ開通記念として催した"伊達

政宗:阿見吉原に来たる!"の座談会パネルを地区に隣接する

"牛久浄苑(牛久大仏胎内)"において常設展示が決定！

お馴染み,下吉原公民館･新山新農村集落センター:ミュー

ジアムでは,従来の『吉原の古地図･古写真』等に加え『東工

古きを温ねて新しきを知る！をモットーとした『Ａ･Ｙの

平成初頭の事業化前夜から現在に至る東工区を中心とした

"阿見吉原地区"変貌の軌跡が一目瞭然！

興味のある方は,是非お立ち寄りを！

区竣功記念:地区の変遷･軌跡』パネルも展示しております！

27 春 2525

"いぶきの丘 阿見東のまちづくりＰＲ"

パネル展示の様子
牛久大仏:前川事務局長(左)

地権者の会:青山和泉会長(右)

みなさん,こんにちは

Ami･Yoshi笑笑ﾆｭｰｽの時間です

"いぶきの丘 阿見東"！
今回も

いたします！

満載でお送り

まちづくりが進む

平成２６年度の一文字は『貫(かん)』！平成２６年度の一文字は『貫(かん)』！

平成２６年度は『貫』に決定！

今年度も当事業にとって様々

な出来事のあった一年でしたが

その中でも最たるものとしては,

やはり

が挙げられるでしょう！

『貫』は"貫(つらぬ)く" と読みます。

"Ａ･Ｙ(あみよし)20年"の"想い"を集大成した一文字『貫』！

下吉原公民館新山新農村集落センター

一方,人生の中においても"貫き通す"例え

都市計画決定から約２０年！

吉原地域･･･ひいては阿見町に

とっても"待望"！待ちに待った"大動脈の開通"でした！

として"一貫"や"貫徹"等という言葉もあります！

"貫通"等の言葉に使われる通り,物理的に

いただきました。ありがとうございました。

今回の"書"についても,審議会委員:青山孝夫さんに書いて

ならでは"のミュージアム！を是非ご堪能下さい(*^△^)/

まちづくり』。現在･過去･未来がシンクロした"この地域

"県道竜ヶ崎阿見線

バイパスの開通"

物の中心を貫き通す！という意味があります。

今年度を表すに,ふさわしい"一文字"ですね(*^_^*)

『それは面白い！是非,大仏で展示,PRしましょう！』
と"あれよあれよ"と話が盛り上がり実現した企画展です！

も大いに兼ねておりますよ(*^V^*)

恒例Ａｍｉ☆Ｙｏｓｈｉの一年を『一文字』で表す！

"東へ西へ"圏央道開通記念イベント開催！"東へ西へ"圏央道開通記念イベント開催！"東へ西へ"圏央道開通記念イベント開催！

Team"AMI★YOSHI"まちづくりPR！！Team"AMI★YOSHI"まちづくりPR！！

Team:Ａ･Ｙでは"まちづくり事業及び宅地販売ＰＲ"

今回は２つの圏央道開通記念イベントに参加！

等を行うため周辺地域のイベントに

積極的に参加しております。

（東北道:久喜白岡ＪＣＴ⇔境古河ＩＣ間）
・３月２２日(日)圏央道西ルート

※会場は,境古河・五霞ＩＣ

・３月２９日(日)圏央道東ルート

※会場は,下総ＩＣ

どちらのイベントも天気に恵まれ,

当日は,恒例『ハイウェイウォーキング』

もちろん"Team:Ａ･Ｙ"もＰＲブースを

会場に設置し,大いに"まちづくりをアピール！

ＩＣ直結の"まちづくり事業"として,企業

関係者からの注目度は高かった！

もっともっと"いぶきの丘 阿見東"を売り出していきたい

まちづくりＰＲの様子

ですね（^0^*）！

沢山の方が会場に訪れました！

をはじめとした"楽しい催し"が"てんこ盛り"！

（神崎ＩＣ⇔東関道:大栄JCT間）

ですよ



阿見吉原地名考～其ノ四～

平成27年１月『阿見吉原地区 まちづくり推進協議会:公共施設名称･愛称検討部会』

彷彿(ほうふつ)させるもの。それゆえ"新島田橋"！これも新たなる『島田橋伝説』でしょう。

旧字は頭に『吉』の冠が付く。吉は"吉原"に通ずる！

吉原で最も高く,昔も今もこれからも,最高に見晴しの良い場所！

臺山のオマージュ･･･それゆえに見晴臺(みはらしだい)！

において,主なる道路や公園等の"名称・愛称"が決定！

公共施設"名称･愛称"編

ここから桜満開となった"公園"や"街路樹"を眺めてみたいものだ！

《臺(だい)山の思い出》篠崎榮さん(東工区:審議会委員)

昔,この辺りは海の入江だったのだろう！断崖から貝殻層が沢山露出していた！

その貝を取り,鶏のエサにすると,いい卵を産んだものだ！ここには遺跡もあり,

●臺山(だいやま),臺ﾉ下(だいのした)※見晴臺(みはらしだい)

島田髷

昭和50年頃の臺山,臺ノ下

字名"篠崎"の由来ともなった"物見の岬"『臺山』,かつては字名『臺ﾉ山』『臺ﾉ下』

臺は台の旧字体！旧字にこだわったのは単なる"懐古主義"や"文字の持つインパクト

明治初年:一筆土地限帳に記される
字臺ノ山,臺ノ下

効果"だけではない。また,ここが"地域の語らいの場"ゆえに新字:台(ム口)では如何な

ものか？･･･という理由だけでもない！

いかがむくち

新島田橋新島田橋

　臺山は子供のころの遊び場。高低差を活かした滑り台がお気に入りだった！

どの施設も"地域の歴史"や"施設の特徴"そして"新しい街『いぶきの丘 阿見東』への想い"
等が沢山詰まっており,それはそれは"個性的で,ユニークなネーミング"が付けられました！

今回は,この中でも"地域の歴史や伝承"に基づき,名付

貝の首飾りを見つけた事もある。見晴臺は阿見にとって最高のビューポイント!

として存在したが土地改良事業等により消失。地域では濁音で"デイヤマ""デイノシタ"

と呼ばれる。"臺"は"周囲が見渡せる高見･物見の地"の意！

地名の由来は不明。かつて"赤太郎"なる者が住して

いたから？との話もあるが,おそらく"赤"は『赤土』
"太郎"は『広い･大きい』等を指した地名

字域は広く集落を除く,ほとんどが平坦な畑地である。

●赤太郎(あかたろう)※赤太郎通り線

※昭和２２年１０月撮影
米軍撮影の空中写真

それにしても"赤太郎"！何と可愛くユーモアな地名

と想定する。要は"肥えた土地"という意味であろう。

同字域の"小山坪"については"赤太郎内でも微高地"

であろう！先人達の命名センスに脱帽する！

ゆえ,そのように呼ばれたとか・・・？

西地区の"小字集落名:"赤太郎坪"により,その名は広

ところで"新島田橋"！この名は橋のビジュアルからによる！長さ24ｍ,幅30ｍ！

"現牛久市島田町"に向かう街道橋名前の由来は　　　　　　　　　　　　　　　　　　から来ているとのこと。

かつての島田は"町"として大きく,８０年程前までは高等小学校補習科もあり,吉原からも

多くの子供達が,この橋を渡り島田に通ったと云う。

である。昔からある"橋"だが,現橋は昭和後期,土地改良事業以降のものである。

下吉原村を南北に繋ぐ旧街道。村を分断し東西に流れる桂川。それに架かる橋が『島田橋』

現在では,その名残は全くなく"橋名のみ"が当時を偲(しの)ばせる。

●島田橋(しまだばし)※県道竜ヶ崎阿見線BP橋梁:新島田橋

世にも珍し,縦横逆転の橋！ それは,かつての女性の髪形『島田髷(まげ)』を

名前の持つパワーとは凄いものである！

く知られる。地域では濁音で"アカドロ"と呼ばれる。

けられた３施設について考えてみたいと思います！
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名称愛称決定!

"街を愛する"こと！

地名を愛することは

に通じます！

阿見吉原の里風土記

"物語"がありますね！

名前の数だけ

吉原博士

字　

臺
ノ
下

字　

臺
ノ
山

地区内にある
"赤太郎坪金比羅様"
文政九年二月建立
(1826年)(1826年)
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現在の島田橋








